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市の施策の基本方向
自己
評価
中間

外部
評価
中間

自己
評価
年度末

外部
評価
年度末

市の施策の柱

5 5 実現状況は極めてよい

4 4 実施状況は良好である

3 3 実施状況はおおむね良好である

2 2 実施状況はやや不十分である

1 1 実現状況は不十分で努力を要する。

令和７年度　鹿角市立花輪小学校　学校評価書（年度末）

評価指標(学校の実践課題)

基本方向１

①学習規律を土台とした基礎学力の向上

②読書活動の推進

具体的な取組内容

①なぜ学ぶのかを明確にし
　た主体的・対話的で深い
　学びの実現
②望ましい学習集団の育成
　による児童生徒の学力向
　上対策
③読書活動の推進と読解力
　の育成

基本方向２

①発達段階に応じたキャリア教育の推進

②人・もの・ことと触れ合いながら地域を元気に

　する取組の実践

①社会的・職業的自立を目
　指した教育活動の推進
②ふるさとへの理解を深め
　る体験的な活動の推進
③鹿角市の未来を支え盛り
　上げる人材の育成

・地域を知る町探検、校外学習

・「花輪ねぷた」の体験学習

・夢の教室、ボランティア活動の推進

・ふるさとかづの絆プランによる他校

　との交流

・基本的学習習慣の形成

・朝学習、力試しテストの実施

・ＴＴ指導、専科指導の充実

・諸調査の分析と活用

・市立図書館との連携

・昼読書

・家庭学習の充実

3

4

3 3 4

4 4 5

①ICTを活用した情報活用
　能力と情報モラルの育成
②グローバル化に対応する
　能力の育成
③他地域との交流によるコ
　ミュニケーション能力と
　発信力の育成

基本方向４

①一人一人の心の居場所としての学級づくりの

　推進

②自発的・自治的な児童会活動の充実

③人権教育の推進

①自己有用感と主体性を育
　む学習集団の育成
②規範意識や思いやりなど
　を育成する道徳教育の充
　実
③共生社会の形成に向けた
　人権教育の推進

・ＩＣＴ機器の効果的な活用事例の共

    有と研修

・端末利用のルール指導

　(情報モラル教育)

・端末を活用した授業実践と共有

・授業外での端末の活用の推進

・hyper-QUによる実態把握と改善

・道徳、学級活動の充実

・児童主体の全校集会

・学校生活の充実に向けた児童会に

　よる呼びかけ等の取組

・「生活目標」の共有と「集団生活の

　きまり」の確立

・人権の花

基本方向３

①発達段階に応じた学びの質を高めるＩＣＴ機器

    の効果的活用

②ＩＣＴ機器を正しく活用しようとする態度の

　育成

3

3

3 3 4

3 3 4

①規則正しい生活習慣の確
　立
②食育の推進
③体育授業及び運動部活動
　の充実と体力の向上

基本方向６

①一人一人の実態把握に基づいた個別の指導計画

　の作成と活用

②一人一人に向き合う教育相談の実施

①特別支援教育の充実
②就学前相談の充実と小・
　中学校との円滑な接続
③不登校児童生徒の居場所
　づくりと学校復帰に向け
　た支援の充実

・教科体育の充実

・新体力テストの実施と結果分析

・マラソンチャレンジ、記録会

・定期健康診断の実施と疾病治療勧告

・健康教育の実施

　(早寝、早起き、朝ご飯、歯磨き)

・安全な学校給食の実施

・栄養士による食育指導の実施

・教育的ニーズの把握と合理的配慮

・特別支援教育支援員との情報交換会

・インクルーシブ教育の理解と推進

・関係機関との連携(かづの校、こもれ

　び教室、児童相談所等)

・いじめアンケートの実施と教育相談

・共通理解を図る会議等の設定

・不登校の未然防止と不登校傾向への

　対応・対策

基本方向５

①運動を楽しもうとする態度の育成

②健康な生活を送るための指導の充実と継続した

　家庭への啓発

3

3

3 3 4

3 3 4

①安全・安心・良質な学校
　環境づくりの推進
②通学の安全対策
③学校の危機管理対策

基本方向８

①主体的に学習に向かい自ら学ぶ力を高める授業の構築

②キャリアステージに応じた研修の充実と人材育成

①教職員研修の充実
②人事評価制度とキャリア
　アップ研修の充実
③教職員の働き方改革の推
　進

・学校安全日の定期点検活動

・避難訓練、交通安全教室の実施

・通学路の安全確保と登下校指導

　(連絡メールによる情報発信と収集)

・不祥事防止研修会の実施

・長期休業前の安全指導

・算数科と体育科を中心とした研究推

　進

・研究部報による情報発信

・一人一提案授業の実施

・年次研修(１・２・３・５・中堅)の

　活用

・児童アンケートの実施と考察

・人事評価自己目標へのキャリア指標

　の活用

基本方向７

①校舎内外の設備等の安全確保の徹底と危険回避

　行動がとれる安全指導の徹底

②安全管理に関する情報の確実な収集・共有・

　周知の徹底

3

43 3 5

3 3 4

良好 達成率８０～９０％

・学校運営協議会の開催

・地域指導者によるクラブ活動

・ボランティア等地域人材による支援

（地域学校協働活動の活用）

・運動会での「花輪ばやし」披露

・歌声の聞こえる学校、「音楽祭」

・学校ホームページによる情報発信

基本方向９

①地域の歴史・伝統・文化・自然環境を生かした

　特色ある学校づくりの推進

②保護者・地域への積極的な情報発信

①学校運営協議会を核とし
　たコミュニティ・スクー
　ルの推進
②地域学校協働推進事業に
　よる学校の活性化
③学校の創意工夫による特
　色ある学校経営の推進

外部評価の評価基準 自己評価の評価基準

きわめて良好 達成率９０％以上

44 4 4

おおむね良好 達成率６０～７９％

やや不十分 達成率５０～５９％

努力を要する 達成率４９％以下

自己実現のた

めに必要な確か

な学力の定着を

図ります。

自分の未来を自

分で切り開き、ふ

るさとを支える気

概をもった人材を

育てます。

豊かな心を育

みます。

健やかな体を

育みます。

子どもの成長を

支える魅力的で安

全・安心・良質な

学びの場をつくり

ます。

教職員のモチ

ベーションと資

質の向上を図り

ます。

地域とともに

特色ある学校づ

くりの推進に努

めます。

情報活用能力と

コミュニケーショ

ン能力をもった、

自分らしく輝く人

材を育てます。

子ども一人一

人に応じた、き

め細かな教育を

推進します。


